	学校問題ＡＤＲあっせん（仲裁）申立書
東京弁護士会紛争解決（仲裁）センター　御中

	申立年月日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　　月　　　日

	申立人
	住所
	〒


	
	氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　   （　   　）
（保護者名・学校名）
　
（子どもの名前）



	申立人代理人
	住所
	〒


	
	氏名
	　　　　　TEL   　  （　   　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　印

	相手方
	住所
	〒


	
	氏名
	　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　   （　   　）
（保護者名・学校名）
　
（子どもの名前）



	相手方代理人
	住所
	現在、相手方代理人とやりとりをされている場合はご記入ください。

※本手続の委任状は、別途、相手方より提出が必要です。
〒



	
	氏名
	　　　　　TEL   　  （　   　）
　　　　　　　　　　　　　　　　　

	※未成年者の場合（相手方が未成年者となる場合も含みます。）、保護者（親権者）の氏名をご記入の上、当該未成年者の氏名・年齢をご記入ください。

※保護者が当事者となる場合でも、子どもの氏名・年齢をご記入ください。

	

	第１　申立の趣旨（申立人が相手方に対し求める結論）
次の１から３の番号から選択して○印をしてください。また、必要に応じて空欄を補充してください。

１　金員（　　　　　　　円）の支払い
２　相当な金員の支払い
３　次の具体的行為
　　　　
とのあっせんを求めます。
第２　申立の理由（申立人が相手方に対し主張する申立の根拠）
１　本件は、
　学校事故、いじめ、体罰、性的トラブル、不登校、その他（　　　　　　　　　　　）

に関する紛争です。
※上記の項目から本件において該当する項目を選択し、○印をしてください。また、必要に応じて空欄を補充してください。
２　具体的事実


	立証方法

１　
２

３
※申立の理由を基礎付ける証拠がある場合には、その写しを添付してください。

	添付書類

１　
２　

３

※原則として、申立書３通と証拠書類の写しを各３通添付してください。

※法人の場合には、その法人の代表者の資格証明書を添付してください。

※申立人が未成年者の場合には、親権者（法定代理人）がわかる書類を添付してください。
※代理人が就く場合には、委任状を添付してください。
■申立人代理人が弁護士の場合

　相手方が未成年者の場合、相手方についても、その親権者がわかる書類を添付してください。


